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ヒトのアニサキス症に見られる好酸球』性肉芽腫はその

病理組織像からアレルギー反応によるものと考えられて

いる．Ｄｅｎｔ（1953）によれば好酸球増多』性疾患の中で

寄生蠕虫症の場合はとりわけ末梢血中の好酸球増多が高

値を示す傾向があると述べている．現在まで好酸球の生

物学的役割についてはいろいろの説がある．Ｌｉｔｔ（1964）

は抗原抗体結合物を特異的に好酸球が摂取するのである

と考えている．一方Hudson（1966）は宿主体内に挿

入された異種蛋白によって好酸球`性肉芽腫が作られると

考えている．そのほか好酸球症に関する論文は多数ある

がCampbell（1942）は異種蛋白を正常モルモットにた

だ一回注射することによっても末梢血中の好酸球増多を

示すことを述べ異種蛋白に対するresponseとして好酸

球増多を考えている．さらに川野(1957)は正常人血清を

－回だけモルモットに静注することによって末梢血好酸

球増多を示したと報告している．Vaughn(1952）はブタ

回虫体成分から抽出したペプチドや多糖体をモルモット

に注射することによって末梢血好酸球増多症を認めて報

告した．また小林（1969）はブタ回虫のペプチド分画に

同様の末梢血好酸球増多症を起させる活性のあることを

報告している．また勝沼ら（1960）は神経性体液』性血球

調節も好酸球増多に関係するとして，人工太陽燈照射

や，異種蛋白の注射で好酸球増多を示した動物でこれら

の刺戟が一次的刺戟となり血中好酸球の増多を促し，こ

れが中枢を刺戟して肝におけるエオジノポエチンの産生

を促進しこれによって二次的な好酸球増多が見られると

いう．川野（1957）によれば寄生虫性好酸球増多はこの

エオジノポエチンの産生が著明である点をあげ，人血清

のモルモットへの注入では寄生虫の場合のようなエオジ

ノポエチンの産生がないことを報告している．

以上述べたように寄生虫性好酸球増多の本質的な諸問

題の解明はまだ充分でなく，何故寄生虫性疾患に高値の

好酸球増多が招来されるかについて著者はアニサキスを

材料としてその解明を試みたのでここに報告する．

実験材料および方法

１．アニサキスアセトン乾燥末の作製

アニサキス（Ａ"んαﾊﾉSSP.）は捕獲されたマイルカ

(DeIPﾉﾉﾉ"/ハ‘Ｃｌｶﾊﾉs）の胄内から採取された成虫で，生

理食塩水で良く洗漉した虫体をガラス磨砕器で磨砕しこ

れに３倍容のアセトンを加え出来た沈澱を遠心沈澱によ

り集め，この沈査をアセトンで３回洗瀧し，さらにエー

テルで洗って減圧乾燥したものをアセトン乾燥末とし

た．

2．実験動物

体重300～4009のハートレー系雄モルモットを用い

た．これらの動物は隔離された飼育室で固型飼料により

累代飼育されたものであり本実験中も固型飼料を用い

た．このものの末梢血好酸球は１％以内である．

３．生理食塩水抽出液の調製

アセトン乾燥末1.0ｇにつき20.0ｍｌの割合に生理食塩

水（純水1.0Ｚに1.163モルのＮａＣｌと2.081モルのＮａ2‐

ＨＰ04.7Ｈ２０と0.003モルのKH2PO4･ＰＨ７２）を加え

磨砕器で磨砕したのち12.000rpm，３０分間冷凍遠心沈澱

しその上情をミリポアフィルターで無菌化したものを

stock-solutionとした．また蛋白濃度は280叩吸光度

法で測定した．希釈には滅菌食塩水を用い，実験には主

として30ｍｇ．Ｐ/ｍｌの割合に蛋白質を含む抗原液を用い

た．

４．感作方法

１）原則として30ｍｇＰ/ｍｌの濃度の生理食塩水抽出

液ＬＯｍｌを心臓内に注射の時には直接穿刺により，腹腔

内注射の時にはＬＯｍｌを下腹部正中線で腹腔内に，皮内

注射は背腹部に0.1ｍlずつそれぞれ注射した．経口投与

にはアセトン乾燥末100ｍｇを用いた．

２）人工血管またはピスキングチューブによる腹腔内

感作法は前述のアセトン乾燥未をさらにワーリングブレ

ンダーで細末とし100メッシュ以下の粉末としたもの7０

（１）
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ｍｇを，径5.0ｍｍのテフロン製人工血管またはビスキ

ングチユーブのそれぞれを2.5ｃｍに切断したものの一

端をナイロン糸で結紮した管の中に乾燥末をつめたのち

他端も同様な方法で結紮した．これをオートクレーブで

130°Ｃ，１５分間滅菌し，モルモットをエーテル麻酔下で

無菌的に開腹して腹腔内に挿入縫合した．

５．末梢血好酸球の算定

モルモットの耳静脈から採血し，普通塗抹染色標本を

作製し全白血球数に対する好酸球百分率（％）をもとめ

た．なお染色はギムザ染色で行った．図に示した好酸球

％は各実験例での平均値で表した．

６．アレルギー剤

アレルギー反応のchemicalmediatorとして，ヒス

タミン（半井化学薬品)，0.5ｍｇ/kg，アセチールコリン

（第一製薬）0.01ｍｇ/kｇを用いた．

７．抗アレルギー剤

ネオレスタミンコーワ(興和薬品）２５ｍｇ/kｇシエリゾ

ロン（シエーリング社）407/kｇおよびホモクロミン(エ

ーザイ）２５ｍｇ/kｇを使用した．
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FiglEosinophilisinperipheralbloodof

guineapigsafterintradermalinjec‐
ｔｉｏｎｏｆＡ"isaAissalineextract．

Ａ）Thecaseofintradermalinjectionsｏｆ

0.1ｍ’（30ｍｇ・Ｐ./ｍｌ）ｏｆＡ７ｚｉｓａＡ/ssaline

extractineveryotherdayondefinite

l5positionsofback，intradermalinjec‐

tionsofO2ml(30ｍｇ・P./ｍｌ）ｏｆＡ,,/sαﾊﾉs

salineextractineveryotherdayonun-

definitel5positionsofabdomen．（Ａ'）

Ｂ）Thecaseofintradermalinjectionsｏｆ

0.1ｍ’（30ｍｇ./ｍ]）ｏｆＡ"isaAissaline

extractineverｙｏｔｈｅｒｄａｙｏｎｉｎｄｅｆｉｎｉｔｅ

ｌＯｐｏｓｉｔｉｏｎｓｏｆａｂｄｏｍｅｎ．

Ｃ）Thecaseofintradermalinjectionsｏｆ

0.1ｍ’（30ｍｇ・P./ｍｌ）ｏｆＡ"isα肺saline

extractonlOpositionsofbaｃｋ．

．…injectiononabdomen．

－injectiononback．

↑showsinjection、

の正常モルモットの背側皮内に10カ所に分けて計ＬＯｍＩｉ

を１回だけ注射したときの末梢血好酸球の変動は30分後

から増加を示し２時間目で2.5％，６時間目で４％を示：

しながら次第に低下し24時間から48時間にかけて正常に

戻った．このことはFig1-Cに示してある．

２．アニサキス成虫生理食塩水抽出液を腹腔内に注射

した場合の末梢血好酸球の変動．

１）アニサキス成虫生理食塩水抽出液１．０ｍｌを正常

モルモット３匹を１群として，第１群には週１回の注

射，第２群には週３回注射後１週間休止してのち週３回

の注射を行ない隔日に末梢血好酸球の変動を調べて見た

結果は，Ｆｉｇ．２に示す通りである．

第１群ではＦｉｇ．２－Ａに示すように３日目に２％を示Ｉ

実験成績

１．アニサキス生理食塩水抽出液を皮内に注射した場

合の末梢血好酸球の変動．

１）アニサキス成虫生理食塩水抽出液を２匹の正常モ

ルモットの背側皮内に，初回は0.1ｍlずつ15カ所に注射

し，隔日に１カ所ずつ注射箇所を切除してへらしながら

15回の注射を行った．なお切除した皮膚標本は後日局所

好酸球浸潤の傾向を観察する目的で保存した．なおこの

所見は後の報告に譲る．

注射による末梢血好酸球の変動を６日間隔で調べる

と，初回すなわち６日目から12日にかけて４％の値を示

し以後30日にかけて，２～3.5％の範囲に留まった．そ

こでさらに２日後同一モルモットに対して２倍量の０．２

ｍlに増量したものを腹壁皮内15カ所，計3.0ｍｌを隔日

に５回注射した結果は翌日から好酸球は急に上昇し８日

目に14％となり１０日目で10.5％となった．

このことはＦｉｇ．１のＡおよびＡ′で示した．

つぎにアニサキス成虫生理食塩水抽出液0.1ｍlをそれ

ぞれ３匹の正常なモルモットの腹壁皮内10カ所に隔日注

射したときの末梢血好酸球の変動は２日目から30日にか

けて２％に過ぎなかった．このことはＦｉｇ．２－Ｂに示し

てある．

さらにアニサキス成虫生理食塩水抽出液0.1ｍlを２匹

（２）
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Fig.３１ntracardiacinjectionofLOmlof
A〃ｉｓαﾊﾉssalineextract．

－Ｔｈｅguineapigswhichhadjustbeen

recoverdfromeosinophiliainducedby
intraperitonealinjectionwithA"/sαﾊﾉs

salineextract．（30ｍｇ/Pml）
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Ｆｉｇ．２EosinopMsinperipheralbloodof

guineapigsafterintraperitoneal

injectionofA"伽ﾊﾉssalineextract．

↑showsintraperitonealinjectionsｏｆＬＯｍｌ
（30ｍｇＰ./ｍｌ）ｏｆＡ"isα肺salineextract・

すのみであった．第２群ではＦｉｇ．２－Ｂに示すように初

回の注射で４％に，２回目で７％に３回目の注射では著

明に低下を示し１％となった．その後休止期間は196で

あったが再注射の第１回目で９％となり，２回目で１５

％，３回目で11％となったしかし最後の注射から４日

目には２％となりほぼ正常値を示した．

２）つぎに正常モルモット３匹を１群としてアニサキ

ス成虫生理食塩水抽出液1.0ｍｌを隔日に注射し末梢血好

酸球の変動を調べた結果はＦｉｇ２－Ｃに示すように,初回

から５回迄の注射では回を重ねるごとに好酸球は増多を

示し５回目で20％となったがしかし以後の注射では次第

に好酸球は低下し８回の注射で５％まで低下を示した．

３）ついで同様の条件で連日注射をした結果はＦｉｇ

２－Ｄに示すように，６回の注射までは多少の上昇率の変

動が見られたが相対的に見て上昇傾向を示し４％に達し

た以後の注射では回を重ねるごとに低下し８回目の注射

で１％となり以後の注射では１％を持続した．

３．アニサキス成虫生理食塩水抽出液を心臓内に注射

した場合の末梢血好酸球の変動．

正常なモルモット３匹と，すでに腹腔内注射で感作し

好酸球増多（平均15％）を示したモルモット２匹とのそ

れぞれに，アニサキス成虫生理食塩水抽出液1.0ｍｌを直

Ｃ１２３４５６７８９１０１１１２１５２０２５３０３５４０４５５０

ｄａｙｓ

Ｆｉｇ．４Eosinophilsinperipheralbloodof

guineapigsafterintraperitonealｉｎ

ｓｅｔｏｆ７０ｍｇｏｆＡ",rsaﾊisacetone-dry
powderpackedinartificialblood

vesselandViskingtube
-artificialbloodvessel．

・・・・Viskingtube．

↑showsinsertion．

接心臓内に注射し，以後の末梢血好酸球増多の変動を経

時的にしらべた結果はＦｉｇ．３に示すように，正常群で

は２時間に４％，６時間から12時間にかけて７％の２峯

性の好酸球増多を示して，４８時間で正常に戻った．感作

群では正常群に見られた２時間目の小さな好酸球増多の

峯は明瞭でなく，多少の変動を示しながら15時間目まで

上昇傾向を示し，７％に達し以後36時間で正常に戻っ
た．

４．アセトン乾燥末を人工血管およびピスキングチュ

ーブにつめて腹腔内に挿入した場合の末梢血好酸球の変
動．

正常モルモット３匹を１群とし，第１群にはアニサキ

ス成虫アセトン乾燥末70ｍｇを人工血管に封入し，第２

群には同乾燥末70ｍｇをピスキングチューブに封入し，

それぞれ腹腔内に挿入して以後の末梢血好酸球の変動を

（３）
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Ｆｉｇ．５Eosinophilsinperipheralbloodof

guineapigsafterintracardiacinjec

tionofLOmlofeosinophilotactiｃ

ｓｅｒｕｍｆｒｏｍｏｔｈｅｒｇｕｉｎｅａｐｉｇｓｓｅｎ‐

sitizedbyperitonealinjectionof
Ａ"isaAissalineextract．

－injectingtheserumofguineapigswith

higheosinophilia．

.…injectingtheserumofguineapigswhich

hadevershownhigheosinophilia、

－－injectingtheserumofnormalguineａ

Ｐｌｇｓ．

↑showsinjection．
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Ｆｉｇ．６Effectofhistamineandacetylcholine

ontheexperimentaleosinophilｉａ

ｇｕ１ｎｅａｐｉｇｓ．

Ａ）Ｉｎｔｈｅｃａｓｅｏｆｇｕｉｎｅａｐｉｇｓｗｈｉｃｈｈａｄ

ｏnceshowneosinophiliaandrecoverd

byintraperitonealinjectionofA,,/sαたん
salineextract．

Ｂ）Ｉｎｔｈｅｃａｓｅｏｆｎｏｒｍａｌｇｕｉｎｅａｐｉｇｓ．
－histamine．（0.5ｍｇ・/kg､）（Nakarai）

.…acety]choline．（0.01ｍｇ/kg､）（Daiichi）

６．アレルギーのchemicalmediatorであるヒスタ

ミン，アセチールコリンの末梢血好酸球増多におよぼす

影響について

人工血管に70ｍｇのアニサキス成虫アセトン乾燥末を

封入し，腹腔内に入れて好酸球増多を起させたのち，好

酸球が正常に戻ったモルモット４匹を２群に分け，そ

のそれぞれにヒスタミン０．５ｍｇ，アセチールコリン０．０１

ｍｇを投与し末梢血好酸球の変動をしらべた結果は

Fig.６のようで,注射後ヒスタミンでは２時間後に，ア

セチールコリンでは，１時間後に一過性の著明な好酸球

増多を示した．また対照の正常モルモットに同様ヒスタ

ミン，アスチールコリンを投与しても見るべき好酸球増

多を示さなかった．

７．抗アレルギー剤の末梢血好酸球増多におよぼす影

響について．

抗アレルギー剤として，ネオレスタミンコーワ25ｍｇ／

k９，ホモクロミンを２５ｍｇ/kg，またシエリゾロン407/kｇ

を連日腹腔内投与し，人工血管にアニサキス成虫アセト

ン乾燥末を70ｍｇ封入し，正常モルモット腹腔内に挿入

する方法で，末梢血好酸球の増多を刺激し抗アレルギー

剤の影響をしらべた結果はＦｉｇ．７に示すようにネオレ

スタミンコーワ，ホモクロミンではFig.２を対象として

観察した結果はＦｉｇ．４に示すように第１群（人工血管

封入群）では挿入後５日目から末梢血好酸球の増多が見

られ，変動を示しながら25日に22％に達し，以後同様の

変化をとりながら低下し40日目に１％となった．以後は

著明な増多を示さなかった．

これに対して低分千分画のみを対象としたビスキング

チューブ封入群の第２群は挿入後翌日から上昇傾向を示

し６日目に８％に達し以後低下傾向を示し11日目に０％

となった．

５．好酸球増多モルモットの血清を正常モルモットに

注射したときの末梢血好酸球変'動．

人工血管にアセトン乾燥末70ｍｇを封入したものを正

常モルモットの腹腔内に挿入する方法で好酸球増多を示

したモルモット（採血時好酸球40％，１８％)，およびア

ニサキス成虫生理食塩水抽出液で１回感作して一過性に

好酸球増多を示し1週を経過したモルモット（採血時好

酸球０％）から採取した血清1.0ｍｌを正常モルモットの

心臓内に注射し以後の末梢血好酸球の変動を経時的にし

らべたのがＦｉｇ．５である．

いづれも２峯性の好酸球増多を示し，採血時に高い好

酸球増多を示していた群の方が，好酸球増多も高値を示

した．

なお対照正常モルモットの血清を同様条件で正常モル

モットに注射した場合には全く見るべき好酸球の増多は

示さなかった．

（４）



211

６
５
４
３
２
１
０

⑪
一
二
二
２
－
ｍ
Ｃ
②
｝
①
訳 雫iH＃pfM急Ｌｌ蒜満､＝

総括および考案

外科領域で胃癌，クローン氏病などの診断名で摘出し

た胃，またﾉﾄ腸の好酸球｣性肉芽腫の中に小線虫の断端を

見出した例が昔から多数報告されていた．オランダの
VａｎＴｈｉｅｒｅｔａＬ（1960）が激しい腹痛を訴えて開腹

手術をした局所性腸炎の症例の病巣中に幼線虫を見出し

アニサキス幼虫によるものと同定した．浅見（1963）は

胃粘膜下の好酸球｣性肉芽腫中のアニサキス幼虫を報告し

てから大鶴ら（1963)，横川ら（1963）は，症例を追加

し，さらには従来報告されていた好酸球性肉芽踵はアニ

サキスによるものであったことを解明した．北海道で石

倉（1968）が外科的に沢山の腸好酸球肉芽瞳を報告して

いたものもアニサキス症であったことをまとめて報告し

た．

アニサキス症の場合，局所好酸球増多も見られるが，

これらはすべて局所性アレルギーが関与しているとの報

告が多い（新野，１９６６；石倉，1968)．この好酸球`性肉

芽瞳形成は，前述の諸報告に見られるように一般に陳旧

な病巣が多い．腸アニサキス症については石倉（1965）

が岩内地方で多発した急性局所`性腸炎の特徴として，発

症12時間以内のものに腸粘膜下層に彦出液が著明に見ら

れ，組織が粗髭となり彦潤細胞はすべて好酸球である点

を述べ，発症24時間では局所に強いフイブリンの折出と

少数の浸潤性好酸球を認め，ついで線維細胞が出現する

が，この参出性炎は速やかに一過｣性に消槌し，決して肉

芽腫形成の傾向がないことを報告している．同氏はこれ

はある不明な原因による循環障害の惹起にアレルギーが

関与していることを想定している．

すなわちアニサキス症の病型の２つの組織像の差が明

白に述べられ，好酸球性肉芽腫形成に一過性彦出性炎が

直接的に関与しないことを人体例で報告している．好酸

球増多がすべてアレルギー反応の場においてのみ認めら

れるとすれば，アニサキスの感染でアレルギー反応を惹

起した抗原抗体反応が一体何であったかが非常に重大な

問題となる．そこでＦｉｇ．３に示すようにアニサキスで

免疫したモルモットにアニサキス抗原で感作して末梢血

好酸球を見ると末梢血好酸球増多が著明に惹起される．

しかしこのことはなにも免疫モルモットにのみ特徴的

な現象ではなく，無免疫の正常モルモットに同一抗原で

感作しても２峯性の著明な末梢血好酸球増多が観察され

た．また皮内（Fig.１）や，腹腔内（Fig.２）に１回

または連続的に感作をつづけると末梢血好酸球は上昇

ⅢｉＪＭｌｌ`JAsLIllm1(2Ｍ`Ｍｓ…｡,｡､(Ｍｇ）
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比較すると，その上昇は精々劣るが，いずれも好酸球増

多を示したのに対し，ステロイド・ホルモン投与群では

ほとんど完全に抑制された．このことはＦｉｇ．７に示し

てある．

８．アニサキス成虫アセトン乾燥末を経口投与した場

合の末梢血好酸球の変動．

アニサキス成虫生理食塩水抽出液を，腹腔内に注射す

ることによって感作され高値の好酸球増多を示したが現

在全く正常に戻ったモルモット３匹にアニサキス成虫ア

セトン乾燥末100ｍｇを経口的に投与したあと末梢血好

酸球の経時変動はＦｉｇ．８に示すように，３０分より上昇

を示し３時間にかけて７％を示し，その後低下しながら

48時間までは２％の持続であった．なお正常モルモット

による結果には認めるべき増多は示さなかった．

（５）
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来ない．しかしその組織反応やmediatorがアルサス反

応と異なることからみて，これと異なる抗原抗体反応を

想定しなければならないようにも思われる．

さらにＦｉｇ．８に示すように感作モルモットにアニサ

キス成虫アセトン乾燥末を経口投与しても末梢血好酸球

が短時間に増加することからしてもアレルギー性反応の

介在がうかがわれる．

以上アニサキス症の病型を好酸球肉芽腫と好酸球彦出

性炎の２つの臨床例の存在することから，実験動物で末

梢血好酸球の変動を示標として若干の解折を試みたが，

初期の好酸球彦出炎には虫体由来の物質の関与が其の主

導をなすと考えられるし，また陳旧な病巣に見られる好

酸球性肉芽腫の形成にはアニサキスの特異抗原抗体反棚忘

としてのアレルギー反応が主体をなすと考えられる．

結語

アニサキス（Ａ"んα肋ｓＰ.）の虫体成分をモルモット

の皮内，腹腔内，および心臓内に注射することにより末

梢血に好酸球増多のおこることを知った．

１）アニサキス成虫生理食塩水抽出液を末処置のモル

モットの皮内に注射すると数時間以内に末梢血好酸球増

多を起し，連続注射でも増加傾向を示した．

２）アニサキス生理食塩水抽出液を腹腔内に注射した

場合の末梢血好酸球の変動は翌日から上昇を示し，６回

目の注射以後では低下を示した．また一定期間休止後再

注射すると，其の際の上昇は著明である．

３）正常モルモット，およびアニサキス成虫生理食塩

水抽出液で好酸球増多を惹起させたのち正常に戻ったモ

ルモットに同抽出液を心臓内に注射した場合，両者とも

２～５時間から末梢血好酸球は上昇を示し36時間から４８

時間にかけて好酸球増多が見られ前者では後者に比して

２～５時間に高値の好酸球増多を示した．

４）アニサキス成虫アセトン乾燥未封入の人工血管，

またはピスキングチューブを用いた感作を行った場合，

テフロン製人工血管では高分子物質の通過可能な場合で

あり，一方ピスキングチューブでは低分子物質のみ通過

可能であると想定した．腹腔内に人工血管を挿入した結

果では末梢血好酸球増多の出現は遅れるが持続的でその

過程に多少の増減が認められ40日間持続した．しかしピ

スキングチューブの場合は速やかに上昇を示す反面前者

より低値を続けた．しかも11日後には好酸球増多は見ら

れなくなった．

５）アニサキス成虫生理食塩水抽出液を用いて感作さ

れたモルモットの血清を正常モルモットの心臓内に注射

し，次第に低下して行く．また一定の休止後に再感作す

ると，著明な上昇を示し（Fig.２－Ｂ）動物の免疫との相

`関の高いことがうかがわれるが，初回感作で，無免疫の

(動物にもきわめて短時間に好酸球増多が惹起される原因

をただちにアレルギーに結びつけて良いかという点には

,問題が残る．

アニサキス症に見られる参出性炎は明らかに一過性の

反応であり，特異的な好酸球増多が特徴的である点を考

慮して，Ｆｉｇ．４に示すようにアニサキス成虫アセトン

乾燥末を，一方には高分子物質の通過の可能な状態のテ

フロン製人工血管を用い，他方では低分子物質のみ通過

可能なピスキングチューブを用v､それぞれに前記乾燥末

を封入したものをモルモット腹腔内に挿入して末梢血好

酸球の変動をを観察したが，前者では後者に比して好酸

球増多が遅れるが，その増多の程度は後者よりも著明で

長期持続し，しかもその増減がときどき見られた．

前者では免疫等の諸現象が考えられるが，後者では，

その分子量から見て急速な免疫の発生は考え難くやは

り或る種の遊出因子を考えるべきではないかと,思われ

る．

以上きわめて不充分な所見であるが，初回感作で即時

型の好酸球増多にはアニサキス虫体による遊出因子の存

在を想定したい．

ついで免疫との関連であるが川野（1957）は，好酸球

増多を起した動物の血清を正常な同種の動物に注射する

ことによって，正常動物にも好酸球増多を惹起させるこ

とを見出しこの成分にエオジノポエチンという名称を与

え後これが，勝沼ら(1962)，によりペプチド様物質であ

ることが証明された．最近吉元（1969)，はＩｇＧが白

血球増多因子の前駆体であり，これにＳＨプロテァー

ゼが働きその分解物質が白血球増多因子となることを報

告している．白血球増多もまた免疫と密接な関係にあ

り，好酸球と免疫グロブリンとの関連もまた重要な課題

である．

しかしＦｉｇ．５に示すように感作モルモットの血清を

正常モルモットに注射することにより正常モルモットに

２峯性の好酸球増多が見られ，また感作された状態で末

梢血中に好酸球増多のないモルモットにアレルギーの

chemicalmediatorであるヒスタミン，アセチールコリ

ンを投与すると一過性に著明な好酸球増多が見られるこ

と，またアレルギー反応の抑制剤の投与で好酸球増多に

抑制傾向がみられることなどから想定しても，これらの

諸現象にアレルギー性反応の関与していることは否定出

（６）
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したときは，採取時好酸球増多を示していたモルモット

の血清でも，正常に復したモルもツトの血清でも同様に

２峯性の好酸球増多を示したが前者の方が高値の好酸球

増多を示した．

６）アレルギー剤を用いた実験ではchemicalme‐

diatorであるヒスタミン，アセチールコリンを用いて一

過性の著明な好酸球増多を認めた．

７）抗アレルギー剤を用いた実験では，ネオレスタミ

ン，ホモクロミン，シエリゾロンを投与した結果ではネ

オレスタミン，ホモクロミンでは好酸球増多を示すがス

テロイドホルモン剤では，抑制傾向が認められた．

８）経口投与による感作では早期に好酸球増多を示

し，３時間目の７％を示した以後48時間にかけて低下の

傾向を示した．
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瑞穂助教授の御指導を深謝する．
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j Abstract !

STUDIES ON THE EOSINOPHILIA IN THE GUINEA PIG SENSITIZED

WITH ANISAKIS SALINE EXTRACT

Hiroshi IWANAGA

(Department of Parasitology, School of Medicine, Gifu University, Gifu, Japan)

Guinea pigs were examined for the occurrence of eosinophilia in the blood after injection

with saline extract of Anisakis sp. Results obtained are summarized as follows ;

1) When the saline extracts of acetone-dry powder of adult Anisakis was injected to nor

mal guinea pigs intradermally, eosinophilia was induced in the peripheral blood within several

hours. A tendency to increase the eosinophil count was shown by consecutive injections.

2) When the extract was injected to the animals intraperitoneally, the eosinophil count

in the blood began to increase on the following day of the injection but decreased after 10-12

days. When these injections were suspended for a certain period of time and then resumed,

the eosinophil count began to increase markedly.

3) WThen the extract was injected to the animals by intracardiac route, eosinophilia ap

peared immediately after the injection and lasted for 36 to 48 hours. Such immediate response

was particularly conspicuous in normal animals than in those pre-sensitized but just recovered

from eosinophilia.

4) An artificial blood vessel made of Tephlon or Visking tube packed with acetone-dry

powder of the adult worm was inserted into the peritoneal cavity of the animal. The Tephlon

may allow high-molecule substances to pass and the Visking tube may pass only low-molecule

substances. By the application of the Tephlon vessel eosinophilia appeared after 5 days and

lasted for 40 days with a maximum value at 25-30 th day. In case of applying the Visking

tube, eosinophil count increased more rapidly but in lesser grade.

5) In the transfer test, non-immunized guinea pigs were injected with serum from other

animals sensitized with A?iisakis-antigen by intracardiac route. Eosinophilia occurred with two

peaks, at 3-4 and 12 hours after sensitization.

Similar phenomenon was recognized after injection with the guinea pig serum that had

once shown eosinophilia.

6) Wrhen guinea pigs which had once shown eosinophilia and recovered were injected

with allergic chemical mediators such as histamine and acetylcholine, transient pronounced eo

sinophilia was observed.

7) A tendency to inhibit the occurrence of eosinophilia was observed when anti-allergic

agents such as Neo-restamine (Kowa) and Scherisolon (Schering) were applied. The inhibiting

effect was especially marked by the use of adrenocortical hormone.

8) When guinea pigs which had once produced eosinophilia by injecting Anisakis anti

gen were administered by oral route 100 mg of acetone-dry powder of Anisakis, the eosinophilia

occurred within a very short period of time.




